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C a s t
及川 寛江 水戸 貴文 加藤捺紀 ササキ けんじ

狭守 勇 香田 志麻 中野 薪嘉 藤井優 石田 愛

増田 寛子 千葉 絵里奈

S t a ff
脚本/ 下館和巳 渡蓮 欣嗣

脚本構想 / 下館 和巳 丸山修身

鹿又 正義 菅原 博英

共同演出/ 秋辺 デポ 下館和巳

監修/ 榎森進(アイヌ民族史研究家) ､

秋辺 デポ( ユ ー

カラ劇脚本演出家)

制作/ 梶原 茂弘 渡連 欣嗣 千坂 知晃

制作協力/ 阿部路子 磯〒 健 菅ノ又 達

梶原 祥子 小嶋 祐美子

田畑 勇士 星 佳奈

音楽 ･音響/ 橋元 成朋

照明/ 松崎太郎

ポスタ ー デザイン/ 庄子 陽

記録/ 千葉安男 千坂 知晃

プレスマネ ー ジャ ー / 浅見 典彦

ダイレクティングアドバイザ ー

/ 両圃 浩
一

ス
ー パ ー バイザ

ー

/ 大平 常元

劇場建設の夢を掲 げて1 9 9 2 年仙 台に発足｡ 直接原作から翻訳､ 翻案した脚本をもとに､ 新たなシ ェイクス ピア劇の 可能性を模索してい ます｡ 東北 地方の言葉 と歴史 を生

かした独創的な作風で注 目きれ､ 『恐山の捕部蘇( マ クベス) 』は英 国エ ディン バラ演劇祭(2 0 00 年) でも好評を博し､ 『破無礼( ハ ムレッ ト) 』(2 0 0 6 年)では仙台､ 東京をはじ

め､ 東北各県で50 0 0 人の観客を魅了しました｡ しかし､ アイヌを主人公にした『アトウイオセ ロ』(2 0 1 1 年) 公演直後､ 東日本大震災 によっ て活動休止を余儀なくきれます｡

その後 ､ 2 0 1 2 年5月 に東北と私たちの再生の想 いを込めて､ ｢短くて､ ともかく面白い 東北シェ イクス ピア｣ をコンセプトに掲 げて活動を再 開｡ 『新
･ ロミオとジュリエ ット』

(2 01 3 年) 『新リア王』(2 0 1 4 年) 『新 ベ ニス の商人』(2 0 1 5 年) で被災地を巡り大きな反響を得ています｡

縄文から幕末､ 昭和 まで､ さまぎまな時代の 東北を舞台に再構築きれ た､ 新しい けれど､ どこか懐 かしいシ ェ イクス ピア劇 に広く触れてい ただきたい という願 いを込めて､

2 0 1 6 年 にはこれまでの 公演作 品､ 翻案劇1 0 作品の 脚本集を出版しました｡

私たちの最終的な目標は､ 活動 の拠点であるこの東北 に､ 乗北人の心の シン ボルとなるような､ ぬくもりのある木造の劇場を建設することです｡




